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香
取
遺
産

　

下
小
堀
に
あ
る
浄
土
宗
浄
福

寺
は
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
当
地

方
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た

浄
土
宗
第
三
祖
良
り
ょ
う

忠ち
ゅ
う上

人
に

帰
依
し
た
粟あ

飯い

原ば
ら

胤た
ね

秀ひ
で

が
建

長
2
年
︵
1
2
5
0
︶
に
開
基

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寺
で
は
﹁
鬼き

来ら
い

迎ご
う

﹂
や

﹁
鬼
舞
﹂
と
呼
ば
れ
る
仏
教
劇

が
寛
政
8
年
︵
1
7
8
9
︶
こ

ろ
ま
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

﹁
鬼
来
迎
﹂
は
因い
ん

果が

応お
う

報ほ
う

、
勧

善
懲
悪
を
説
く
仏
教
劇
で
、
そ

の
起
源
は
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で

遡
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
横

芝
光
町
虫む

生し
ょ
うの

広こ
う

済さ
い

寺じ

で
は
、

現
在
で
も
毎
年
8
月
16
日
に
鬼

来
迎
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
福
寺
の
鬼
来
迎
は
、
当

寺
に
伝
わ
る
正
和
5
年
︵
1 

3 

1 

6
︶
の
縁
起
書
﹁
鬼
来
迎

問も
ん

答ど
う

踟ね
り

供く

養よ
う

﹂︵
寛
政
9
年
写
︶

に
、
良
忠
上
人
が
菩
薩
の
慈
悲

を
広
く
民
衆
に
知
ら
し
め
る
た

め
に
考
案
し
、
建
長
4
年
︵
1

 

2 

5 

2
︶
に
公
開
し
た
こ
と
に

始
ま
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
後
期
の
国
学
者
高
田
与

清
は﹃
鹿
島
日
記
﹄︵
文
政
三
年
︶

の
中
で
﹁
浄
福
寺
の
仏
事
に
鬼

の
舞
と
云
ふ
あ
り
。
是
も
廿
年

に
一
度
す
る
わ
ざ
な
り
。
仏
の

仮
面
、
鬼
の
仮
面
、
牛ご

頭ず

、
馬め

頭ず

の
仮
面
、
い
ず
れ
も
い
と
ふ

る
き
も
の
な
り
と
い
へ
り
﹂
と

記
し
、
赤
松
宗
旦
も
﹃
利
根
川

図
志
﹄
の
﹁
迎こ
う

接
し
ょ
う

寺じ

﹂
で
こ

れ
を
引
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
は
、
20
年
に
一
度
行
わ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前

述
の
縁
起
書
や
台
本
で
あ
る

﹁
鬼
来
迎
問
答
引い
ん

接
じ
ょ
う

踟ね
り

供
養

「勧
かん

善
ぜん

懲
ちょう

悪
あく

を説く仏教劇」

浄
じょう

福
ふ く

寺
じ

の鬼
お に

舞
ま い

面
め ん

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
紹
介
し
ま

す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す
。

今月のおすすめ
﹁
イ
ベ
ン
ト
実
務
﹂
が
よ
く
わ

か
る
本

平
野
暁
臣
／
著

　

商
店
街
の
お
祭
り
か
ら
世
界

規
模
の
大
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
イ

ベ
ン
ト
計
画
の
全
て
の
局
面
を

網
羅
し
た
﹁
イ
ベ
ン
ト
実
務
﹂

バ
イ
ブ
ル
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

準
備
の
過
程
で
必
要
と
な
る
、

標
準
的
な
業
務
内
容
を
分
野
別

に
リ
ス
ト
化
し
解
説
。

ス
ッ
キ
リ
ら
く
ち
ん
お
そ
う
じ

術　

す
い
す
い
・
さ
っ
ぱ
り
・

ピ
ッ
カ
ピ
カ
！ 

　

キ
ッ
チ
ン
、
リ
ビ
ン
グ
、
バ

ス
ル
ー
ム
な
ど
を
簡
単
に
ス
ッ

キ
リ
掃
除
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
。
多
く
の
人
が
見
逃
し
て
き

た
汚
れ
の
つ
き
方
も
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
。
汚
れ
の
プ
ロ
セ

ス
を
知
れ
ば
、
お
そ
う
じ
も
グ

ン
と
ラ
ク
に
な
る
。

マ
ネ
ー
大
安
心　

完
全
図
解
暮

ら
し
と
お
金
の
基
本
百
科

　

資
産
運
用
、
年
金
受
給
、
住

宅
ロ
ー
ン
、
医
療
な
ど
の
広
範

な
テ
ー
マ
か
ら
生
活
に
直
結
す

る
重
要
項
目
を
選
び
出
し
、
必

要
な
こ
と
だ
け
を
簡
潔
に
図

解
。
気
に
な
る
お
金
の
す
べ
て

が
こ
の
1
冊
で
わ
か
る
。 

ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で
と
う

ひ
ぐ
ち
み
ち
こ
／
作　

　
﹁
ク
リ
ス
マ
ス
っ
て
何
の

日
？
﹂﹁
ツ
リ
ー
を
飾
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
日
？
﹂

ク
リ
ス
マ
ス
の
本
当
の
意
味
を

小
さ
な
子
ど
も
に
も
分
か
り
や

す
く
描
い
た
絵
本
。
明
る
く
素

朴
な
貼
り
絵
の
絵
本
は
寒
い
夜

も
暖
か
な
気
分
に
⋮
。

調された日
やまとたけ る の み こ と

本武尊
宝くじ助成金を活用新

記
﹂
に
よ
る
と
基
本
的
に
は
33

年
に
一
度
修
行
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

こ
の
芸
能
は
、
現
在
伝
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
台
本
に

は
舞
台
設
定
か
ら
演
目
に
至
る

ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
演
目
ご
と
に
着
用
し
た
閻え
ん

魔ま

大
王
を
は
じ
め
と
す
る
獄ご
う

官か
ん

獄ご
く

卒そ
う

面
や
菩ぼ

薩さ
つ

面
な
ど
三

十
面
、
さ
ら
に
は
装
束
、
道
具

類
も
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、当
時
修
行
さ
れ
て
い
た﹁
鬼

来
迎
﹂
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
当
地
域
の
鬼
来

迎
系
譜
を
知
る
上
で
貴
重
な
資

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15

年
﹃
浄
福
寺
の
鬼
舞
面
﹄
と
し

て
千
葉
県
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

11月11日地域の意地を賭けた戦い
　香取郡市の住民代表が
一同に集まった「スポー
ツ・レクリエーション中
央祭」が、栗源Ｂ＆Ｇ海
洋センターをメイン会場
に開催されました。
　結果は、栗源区が₃位
に入賞。子どもからお年
寄りまで大勢が参加し、
親睦を深めました。

11月15日安全で安心なまちづくりに
　香取警察署や関係機関
が協力して、通学路の危
険な交差点で、車や自転
車の利用者に夕暮れ時の
注意と交通安全の啓発活
動を行いました。また19
日には、安全で安心なま
ちづくりにと、東京電力
㈱成田支社から防犯灯₃
基が市に寄贈されました。

　㈶自治総合セン
タ ー の 平 成19年 度
コミュニティ助成
事業を活用し、北横
宿区が山車人形を
製作しました。
　北横宿区の山車
人形「日本武尊」は、
約130年 前 の 明 治8
年（1875）に作られ、
長年の歳月により
損傷が著しいため、
当時の意匠に基づ
き、現代の技法によ
り頭と両手を新調
しました。佐原の大

祭（秋祭り）では、その新調した山車人形で曳き廻しが行われ、多
くの観光客の目を楽しませました。
　また、10月21日には、同財団の「スポーツと地域づくりシンポジ
ウム」助成事業を活用し、国体開催決定記念イベント『スポーツと
地域づくりシンポジウム』を開催しました。
　同財団では、宝くじの普及広報を目的と
して、コミュニティ助成事業やシンポジウ
ム等助成事業などの各種事業を実施、支援
しています。

▲秋祭りで披露された北横宿区の山車人形「日本武尊」

11月27日チュニジアの文化を紹介
　チュニジアの魅力を
知ってもらうため、「チュ
ニジア展」が佐原中央公
民館で開催されました。
　オープニングには在日
チュニジア共和国臨時代
理大使タレック・アムリ
氏が会場を訪れ、来場者
にチュニジアの魅力あ
ふれる文化を紹介しまし
た。


